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「公園緑地を支える区民協働の取組」の現状・課題

多摩区内で公園緑地愛護会・管理運営協議会が設置され、区民協働で管理
されている公園の割合は66.3%

令和4年3月末現在

（1）公園愛護団体の設立状況

多摩区は豊かな自然環境を有し、緑の各拠点において多様な取組が展開されてい
る一方で、身近な街区公園等では、高齢化や担い不足など協働による活動の持続性
を確保する上で課題も生じています。
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(2) 公園愛護団体会員の年齢構成

「公園緑地を支える区民協働の取組」の現状・課題

(3) 公園愛護団体が活動する上での課題

本市の貴重な財産である市民と築いてきた「協働の取組」を次の世代へと引き継ぎ、更に
発展させていくため、協働の取組の持続性を確保することが喫緊の課題となっています。

令和3年度公園緑地愛護会・管理運営協議会アンケート結果

令和3年度公園緑地愛護会・管理運営協議会アンケート結果

「会員減少」、「負担偏り」が課題
と答えた割合は、いずれも42.5％で
市内で最も高くなっています。

会員の55％が70代以上で全市
平均より高くなっています。
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市の取組の方向性

持続的な管理運営を目指すために、より多くの市民に係わっていただき、新たな担い手を
増やす取組が必要になっているため、「市民等のしたい」が実現しやすく、「みんなが気持ちよく、
いきいき過ごせる公園」を目指します。

現状イメージ 目指すべき活動イメージ

管理者の「してほしい」を実現

花を植えて
ほしい

利用してほ
しい

清掃してほ
しい

草刈りをして
ほしい

公園等公園等

管理者

「市民等のしたい」を実現

花を
植えたい

きれいに
したい

学習したい

色々
育みたい

イベント
したい交流したい

緑を
守りたい

公園等公園等

管理者

市民等

「公園管理者」×「市民」によりみんなが気持ちよく、いきいき過ごせる公園へ
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市の取組の方向性
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市の取組の方向性

令和４年度 車座集会（多摩区）を開催

〇日 時：令和５年３月２６日（日）１０：００～１２：００
〇場 所：生田出張所 ３階多目的スペース
〇テーマ：「公園緑地を支える区民協働の取組」
〇参加者： １５団体１９名＋傍聴者２５名 合計４４名

（愛護団体、公園に係る活動や地域でボランティア活動を行っている団体等）
〇意見交換等内容
・愛護団体が抱える課題の共有
・区民参加を促す多様な意見やアイデアの共有
・団体同士の連携等に繋がる契機や取組推進に向けた機運の醸成

会議の様子

記念撮影 5



・多摩区ソーシャルデザインセンター
・三田第4公園緑地愛護会
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「子どもフェス」開催
中野島石河原公園
６月１７日（土）

(一社)多摩区ソーシャルデザインセンター

多摩区地域デザイン会議

7月31日
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きっかけと目的➀ 車座集会に参加
公園管理団体の高齢化・担い手不足 の課題を認識
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きっかけと目的➁
◆多摩区ソーシャルデザインセンター（SDC）
としてできること？
＝公園と地域の方々をつなぐこと
（公園と地域の団体が連携して
取組を進めるための支援）

↓
まずはSDCが公園でイベントを
実施してみた
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きっかけと目的➂

車座集会に参加
→公園管理団体の高齢化・
担い手不足の課題を認識

SDCとしてできること？
＝公園と地域の方々をつなぐこと
（公園と地域の団体が連携して
取組を進めるための支援）

↓
◆まずはSDCが公園でイベントを実施してみた
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子どもフェスの内容

・８種類のゲーム
・参加者と公園を清掃
・管理運営協議会のPRポスター掲示
・イベント終了後の清掃
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公園でイベントを実施した成果

・150人が参加！
保育園児～小学生と保護者

・参加者と一緒に公園を
清掃できた！
・管理運営協議会を
知っていただく
機会になった
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多摩区ソーシャルデザインセンターの
メンバーで行いました。
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今後について

公園と地域の方々が
連携して取組を
進めるためのお手伝い

公園
地域の
方々多摩区ソーシャル

デザインセンター

・公園管理団体の方の 苦労や課題を改めて認識
・イベント後に、ゴミ拾いするなど日々の活動の中でも
公園の維持管理活動に貢献できると分かった
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多摩区役所１階でお待ちしております

15



三田第4公園愛護会
～ケヤキ公園祭りに向けて準備中

2023．7．31 塩沢和美

フロンタウン生田 アリーナ
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きっかけ

 10月28日（土）三田第4
公園で、お祭りをしよう
と計画中です。きっかけ
は三田第4公園愛護会
の会長として市長との
車座集会(3/26)に参加
したこと。そこで明大生
と出会い、「公園で何か
イベントをやろう」と意気
投合しました。 17



お祭りの目的

 公園の清掃や植栽活動を地域の人がやっていると
いうことを、地域の人たちに知ってもらったり、お仲間
を増やすことがメインの目的です。
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そのためには一日中いろんな人が来てわいわい楽しめるイベン
トにしたい。何をしたらよいか考えて、これまで毎年秋に「三田
文化祭」という三田小学校体育館を借りて舞台や展示、手作り
作品販売を行ってきた「結の会」さんにお声掛けをして、舞台や
フリマをやっていただくことにしました。
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なにをしようか・・。
メインは舞台とフリマ



 三田小学校寺子屋と三田子ども文化センターの共催で、明大
の農学部の倉本先生による植物観察の体験活動も行うことに
しました。明大生のボランティアグループは多摩区写真展を
行ってくださるそうです。
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植物観察会と多摩区写真展



 公園の一角では、竹とんぼチャンピョンによる竹とんぼの飛
ばし方教室も行います。多摩区道路公園センターの職員さん
の方にもいろいろ相談に乗っていただいています。日比谷花
壇さんに声をかけてくださり、薪割り体験をやっていただける
というお話を持ってきてくださりました。これから少しずつほか
の方、団体にもお声掛けをしていこうと考えています
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竹トンボ・まき割り体験



当日は・・。
 第一回目で、舞台の出演者も少なそうなので、にぎやかに
するために私も剣や扇の舞のパフォーマンスをやろうかと
考えています
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ケヤキ公園祭りのご案内（他団体さんに声を
かけるときにはこうしたツールも使っています）

http://ikutataikyokuken.net/blog/2023/07/04/maturi
https://www.facebook.com/kazumi.shiozawa.5/

ありがとうございました。


